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今夏の最大電力想定の考え方について

Ｈ26年度夏季最大
1日電力想定

最大1日電力/
最大3日平均電力比率

〔1.0119〕
（過去５年間平均）

①：Ｈ２５年度夏季の節電影響、経済影響、気温影響、離脱影響をＨ２２年度とＨ２５年度の夏季実績を比較して算出しています。

②-1：節電影響は、至近のアンケート結果に基づいた大口、小口、家庭別の節電定着率により、▲２６３万ｋＷと想定しています。

②-2：今夏の経済影響は、今後の景気拡大を織込み、リーマンショックから大きく景気が回復したＨ２２年度夏季と比較すると依然
としてマイナスであるものの、Ｈ２５年度夏季と比べ＋１３万ｋＷとなる、▲８万ｋＷと想定しています。

③：Ｈ２５年度並の猛暑を反映した今夏の最大1日電力は、最大１日電力/最大３日平均電力比率の過去５年間平均を用いて、
２,８７３万ｋＷになるものと想定しています。
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【最大電力の見通し】

【②-1:節電影響の見通し】 【②-2:経済影響の見通し】
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今夏の需給見通し（８月：原子力の再起動がない場合）

※四捨五入のため合計が合わないことがあります。

○今夏は、想定需要２，８７３万ｋＷ（１日最大電力・Ｈ２５年度並の猛暑）に対して、姫路第二発電所設備更新工事の前倒し
や火力の夏季補修の回避、震災特例の適用による火力の法定点検の繰り延べ等を行っても、自社では大きく不足する
厳しい状況であり、中西各社からの最大限の応援融通受電に加え、東京電力からも受電することにより、辛うじて予備率
３％を確保できる見通しです。
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☆稼働していない原子力は、再起動がない場合として計上しない
○大飯３・４号機の停止による減（▲236）0236原子力

☆天候によらず安定的な供給力として下位５日の平均から算定
○川原樋川他の台風被害からの復旧等による増 等209205水力

☆設備更新工事の工程前倒しの反映と試運転の計上
○姫路第二１～５号機（＋207） ※4・5号機試運転を含む
○姫路第二既設４号機の廃止（▲45）
☆夏季補修の回避と定期検査の繰り延べ ※全台運転
☆火力の増出力、緊急設置電源、吸気冷却装置の活用
○実績評価による減（▲7） 等

1,6331,478火力

0.30.3新エネ

☆太陽光は高需要発生日の下位５日の平均から算定
○固定買取制度による至近の普及状況等による増（＋33）

☆必要予備力を確保できるよう調達を計画
○ＩＰＰの契約満了等に伴う減（▲21）
○応援融通の増（＋89）
応援融通受電量 計149 （中部電力91、北陸電力11、中国電力9、東京電力38）

○新電力からの調達の増等（+12）16766

①昨夏想定 ②今夏想定 備考
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☆ 計上の考え方

○ 昨夏との差分
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今夏の需給見通し（原子力の再起動がない場合）

※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある

３



今夏の節電・省エネのお願い と 需要側の取組み

○今夏、当社管内では電力を供給する上で最低限必要な予備率３％を辛うじて確保できる見通しで
ありますが、需要の想定において、定着した節電分として２６３万ｋＷ（平成２２年度最大電力
比▲８．５％）を見込んでいることから、この夏において、着実な節電・省エネにご協力を賜り
ますよう、お願いいたします。

○さらに、発電所のトラブルなど、不測の事態により、電力需給のひっ迫が予想される場合には、お客
さまの健康に影響を与えない範囲、ライフライン機能等の維持や生産活動に支障のない範囲で、

可能な限りの節電にご協力いただきますよう、お願いいたします。

＜お客さまに節電にご協力いただくための主な取組み＞

○ホームページにて、電力需給のお知らせ

○ホームページや検針票裏面等にて、節電・省エネのＰＲ

○ご訪問や電気ご使用量のお知らせサービスの活用による節電・省エネのお願い

○計画調整契約によるピーク時間帯の負荷調整の取り組み（法人のお客さま）

＜需給逼迫時における需要抑制に向けた主な取組み＞

○瞬時調整特約による需要抑制の取り組み（法人のお客さま）

○通告ネガワット特約による需要抑制の取り組み（法人のお客さま）

○ＢＥＭＳアグリゲーターとの協業による需要抑制の取り組み（法人のお客さま）

○需給逼迫のお知らせメールによる電力需給のお知らせ

４

＜参考：政府の節電要請内容および期間・時間＞

期間・時間：平成２６年７月１日（火）～平成２６年９月３０日（火）までの平日９時～２０時
（ただし、８月１３日（水）～１５日（金）までを除く）

要請内容：国民生活や経済活動等への影響を極力回避した無理のない形で、確実に行われるよう、「数値目標を

伴わない節電」を要請する。
※需給見通しには、平成２２年度最大電力比で▲８．５％(関西電力管内)の定着節電分の需要減少を見込んでおり、
これは、節電を行うに当たっての目安となる。



今夏の電力需給情報等のホームページへの掲載について

■需給逼迫のお知らせメール

パソコン携帯電話、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ

電力需給のお知らせ

使用率
９７％超過
見込み

５

【掲載時刻】 毎週金曜日１８：３０頃（日々の更新なし）
【掲載内容】 翌々週（平日月～金の１点情報）※の需給予想
【掲載項目】 使用率（顔マークなし）、予想最大電力、ピーク時供給力、供給力の内訳など（H25夏と同様）

翌々週の需給見通し
（6/30[月]掲載開始）

【掲載時刻】 毎週金曜日１８：３０頃（日々の更新なし）
【掲載内容】 翌週（平日月～金）※の需給予想
【掲載項目】 使用率（顔マークなし）、予想最大電力、ピーク時供給力、供給力の内訳など（H25夏と同様）

週間電力需給のお知らせ
（6/30[月]掲載開始）

【掲載時刻】 毎日９：３０頃、１８：３０頃
【掲載内容】 毎日の需給予想
【掲載項目】 使用率（顔マークなし）［ピーク時、時間帯別］、予想最大電力、ピーク時供給力、需要予想［時間帯別］、

需要実績［３分値、時間帯別］、供給力の内訳など（H25夏と同様）

電力需給のお知らせ
（6/30[月]項目切替）

※土日祝・８月１３日（水）～８月１５日（金）は対象日から除く

■週間電力需給のお知らせ■電力需給のお知らせ ■翌々週の需給見通し

メールによりお知らせ

※図はすべてイメージです

●●

※需給逼迫のお知らせメール
電気の使用率が９７％を超過する見込みとなった際、電子メールにてその時間帯をお知らせする「需給逼迫のお知らせメール」の新規登録の
受付を、５月１６日（金）よりホームページにて開始いたします。（既にご登録いただいている場合は、改めてのご登録は不要です。）



「ＢＥＭＳアグリゲーターとの協業によるピーク抑制」の概要 参 考

平成２６年７月１日～平成２６年９月３０日実施期間

当社管内の高圧受電（契約電力２，０００ｋＷ未満）のお客さま
負荷調整の対象と

なるお客さま

平日の９時～２０時の間で、当社が要請する時間帯負荷調整時間帯

原則、需給ひっ迫が予想される日の前日の午後
負荷調整の依頼

タイミング

①上記実施期間までに、負荷調整にご協力いただけるお客さまの選定と負荷調整可能電力の報告

②負荷調整時間帯において、ＢＥＭＳを活用して①で選定したお客さまの負荷調整を実施

③負荷調整の実施結果の報告

アグリゲーターへの

主な委託内容

募集の周知方法 ： 当社ホームページを通じて行う

時 期 ： 平成２６年５月１６日～平成２６年５月３０日

アグリゲーターの

募集方法および時期

当社の負荷調整要請に基づき、ビル等の空調・照明設備等の負荷調整・制御を行うエネルギー管理

システム（ＢＥＭＳ）を導入されたお客さまに対し、負荷調整を働きかけ、ピーク抑制を実施いただける

アグリゲーターを募集

内 容


